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論文内容の要旨
発音時、暗記下時にみられる舌の異常運動は一般に tongue thrust といわれ、歯科矯正臨床では多く
の場合、開岐、空隙歯列などの前歯部不正日交合を伴って観察される。この tongue thrust の発生要因
や不正峻合発現との因果関係などについては未だ不明な点が多いが、前歯部不正日交合の認められる、
tongue thrust 患者を対象に、その静止時、運動時の舌形態、舌位置、舌運動様式を検討して、 ton­
gue thrust の実態を把握し、舌と岐合との関係を解明することは tongue thrust 患者の診断、治療、
保定などに関連して、矯正臨床上有意義な指針を与えてくれるものと考える。
本研究は上述の見地から、日本人成人女子の前歯部不正殴合を伴う tongue thrust 患者につき、頭
部X線規格写真法を用いて下顎安静位における舌形態や舌位置、舌周囲諸構造の大きさ、およびそれ
らの形態的相互関係、また X線映画法を用いて構音・嚇下運動における舌運動とくに舌尖運動や舌尖
位置などについて検討し、あわせて開岐 2 症例について矯正治療が舌の形態や機能に与える影響など
について考察を加えたものである。
被験者は健康な日本人成人女子(18才~23才)で前歯部に開岐もしくは空隙歯列を呈し、 tongue 
thrust と臨床的に診断されたもの20名を症例群としたO 比較検討のため健康な日本人成人女子 (18才
~19才)で、 tongue thrust の認められない正常峻合者20名を対照群とした D
研究方法は、頭部X線規格写真法では、舌ならびに舌の周囲諸構造に造影手段を施した被験者に下顎
安静位をとらせて、頭部X線規格側貌写真を撮影した。舌の形態や位置、舌の周囲諸構造の大きさを
検討するため、通法により各フィルムから作成した透写図上に、舌に関しては 6 計測項目、舌の周囲
諸構造に関しては 9 計測項目を設定して、距離的、角度的計測を行ない、各計測値について、症例群
と対照群との比較検討を行なった。さらに、両群について、舌に関する項目と舌の周囲諸構造との相
互関係につき、その相関性を検討した。
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X線映面法では、前記造影手段を施した被験者を側面位に固定し、日本語摩擦音 /sα/、 /se /、
/so /、破裂音 /tα/、 /te 人 /to / の 6 音を無作為に発語させた時、また、 BaS04 溶液を鴨下させ
た時の舌運動の X線映画を50 コマ/秒で撮影した。なお、構音運動の撮影に際しては X線映画像と音声
記録との完全同期法を用いた。次に、撮影されたフィルムをフィルム解析装置に投影し、各コマにつ
いて舌運動の解析を行なった。すなわち、 /s/ 音、 /t/ 音構音運動における下顎安静位より子音部
構音域までの舌尖運動軌跡の pattern を観察した O また、上記構音運動および暗記下運動第2相における
舌尖最前方位置から上、下顎中切歯切端までのそれぞれの距離を、基準線を設けて計測し、各計測値
につき、症例群と対照群との比較検討を行なった。その結果、
I 頭部X線規格写真法では
1. 下顎安静位における舌尖部の位置は、両群ともに下顎中切歯舌側で切端より下方であったが、
症例群は対照群より切端に近いことがわかった。
舌尖部ー舌根部間距離ならびに舌背高には両群の聞に有意の差は認められなかった。
2. 舌と舌の周囲諸構造との相互関係については、両群において、上、下顎中切歯切端のそれぞれ
より咽頭後壁までの距離はともに舌根部-下顎中切歯切端間距離との聞に有意の相関をもってい
ることが認められた。症例群では、さらに舌尖部ー舌根部間距離は上顎骨基底長ならびに下顎骨
体長との聞に、上、下顎中切歯切端のそれぞれより舌尖部までの距離はともに overjet との聞に
いずれも有意の相関を認めた。
n x線映画法では
1. 構音運動における下顎安静位より子音部構音域までの舌尖運動の詳細な知見を得た。すなわち
舌尖運動の過程およびその軌跡は対照群が比較的平滑で、単純な patternであったのに対し、症例
群では不規則かっ複雑な pattern を示した。
2. 子音部構音運動では、症例群の舌尖最前方位置は、 /s/ 音では、上下的にも、前後的にも、上、
下顎中切歯にはさまれた位置をとっており、 /t/ 音では、下顎中切歯の唇側で、切端より上方に
位置し、 /s/ 音、 /t/音いずれの場合も、対照群がとる舌尖最前方位置とは明らかに差を認めた。
また、両群ともに、先行子音部の舌尖最前方位置については、その語の後続母音の相違による
影響は認められなかった。
3. 鴨下運動第 2 相では、症例群の舌尖最前方位置は、上下的にも、前後的にも、上下顎中切歯間
にあり、一方、対照群のそれは下顎中切歯の舌側で、切端より下方に位置しており、両群の聞に
有意の差が認められた。
皿 歯科矯正治療によって前歯部岐含状態を改善すると、 2 症例の、下顎安静位における舌の形態お
よび位置には変化は認められなかったが、子音部構音運動および暗記下運動第 2 相における舌尖運動
軌跡や舌尖最前方位置はともに対照群のそれらに近似するところまで改善された。
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論文の審査結果の要旨
本研究は、頭部X線規格写真法、 X線映画法を応用して、前歯部不正H交合患者の tongue thrust に
ついて研究したもので、その静止時、運動時の舌形態、舌位置および舌運動様式について、重要な知
見を得たものとして価値ある業績と認める。
よって、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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